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Ⅰ．総論 
 
＜ファイナリストチームへのメッセージ＞ 
今回の最終公開審査案件では、市⺠／学⽣チームの地域課題解決の取組に対するコミットが⾼い評
価につながりました。これら 13 案件の今後の課題は総じて、（１）アイデアの実現に向けての資⾦と⼈
を含む体制的基礎の充実、学⽣主体チームについては実現に向けての持続可能な体制の構築が求め
られること、（２）COG では社会的活動のアイデアを重要視しているが、アイデアの実現段階ではデジタ
ル時代を踏まえて社会的活動のアイデアを⽀えるデータ活⽤アプリの有効な利⽤も資⾦的体制的なリソ
ースの範囲で検討してみること、（３）アイデアの実現フェーズに移⾏するには（１）の体制問題に加
えて、①デザイン思考によるアイデアの再検証、②実現可能性調査、③アプリに利⽤可能なデータの収
集、などに気を配って着実に進めて欲しいと思います。 
これから⼀年後、⼆年後にその進化のプロセス、実施のプロセスをご報告いただけることを⼼待ちにしてお
ります。「チャレンジ︕︕オープンガバナンス 2017 フェーズ 2」として、実施に向けてのチャレンジです。アイ
デアが実り、地域の課題解決に貢献していかれることを願っております。 
 
 
琵琶湖の⽔草有効利⽤の社会的仕組みを市⺠の⼒でつくりあげる． 
（応募チーム︓⽔宝⼭（⽔草は宝の⼭）） 
（特徴） 
 1994 年夏の⼤渇⽔以降、琵琶湖南部で⼤量発⽣する「⽔草」は地元への迷惑問題と⽣態系への影響
などの「環境問題」を⽣んでいて、この対策にまずは地元の地域住⺠の⼒で関係機関の協⼒を得ながら対応
しようというところに特徴がある。 
 

 
 
 
 
 

 
 

（アドバイス） 
（１）実⾏計画に沿った着実な実施 

第 1 フェーズ ⼩さな循環（真野浜） 
第 2 フェーズ ⼤きな循環（南湖） 
第 3 フェーズ 他地域へ横展開（琵琶湖全体） 



 今回の応募にあたって作成された計画では三段階分けをしてありますが、まずは第⼀フェーズの「迷惑
問題」の「湖岸に漂着した⽔草の資源循環（⼩さな循環）に着実に取り組んで実績を積み重ねて欲し
いと思います。その際に真野浜に隣接する三つの⾃治連合会との連携が重要ですが、COG の精神を活
かして、⽔草問題に⾃分ごととして取り組んでいただける⽅々の掘り起こしも有益で、この⽅々と⾃治連
合会とのポジティブなつながりで進んでいくことを期待いたします。 
（２）専⾨家集団との連携とファンディング問題 
 実際に⽔草の資源循環が回っていくのかの実証実験も組み込まれていて、ある程度資⾦的基礎の必
要なことから、多くの賛同者から広く資⾦を集めてその成果を還元していくクラウドファンディングが有効に
活⽤できるような魅⼒的な⽅策も視野に⼊れて組み込まれていくと有意義かと思われます。 
（３）県との連携と琵琶湖全体への拡⼤ 
 琵琶湖の⽔草処理は環境対策をつかさどる滋賀県の事業でもあるため、県との連携が不可⽋となって
きます。住⺠発のアイデアである強みを⽣かして、住⺠から⾒た跡切れのない施策の連携もあり⽅として
も注⽬していきたいところです。そうして、さらにはこの活動が琵琶湖全体に広がっていって SDGｓの⼀つ
のモデル例となっていくことを期待いたします。 
 


